
１．プロフィットシェアリングについて 

 事業者の創意工夫によって生じる経費節減による支出減については、原則として事業者

に帰属させることを想定している。ただし、事業者には本事業を通じて、豊橋公園の魅力向

上に貢献することなどを期待していることから、事業者の一定の範囲を超えた収入の一部

を本事業に還元し、事業者が実施する豊橋公園の魅力向上に資する取組の財源とすること

を想定している。 
 

２．プロフィットシェアリングの対象 

 収入の合計 
 

３．プロフィットシェアリングの適用条件 

1)運営業務開始年度を含む当初 5年度分 

 毎事業年度の実際の収入が事業提案時の想定収入を上回った場合について、当該差額の

うち事業提案時の想定収入の 15％までの部分はその全部につき事業者に帰属し、それを超

える部分がある場合は、当該超過額を還元対象額として、10%の還元割合を下限として事業

者の事業提案書に基づき設定した還元割合を還元対象額に乗じて還元額を算定して、本事

業に還元するものとする。 

 2)運営業務 6年度目以降 

 毎事業年度の実際の収入が市と事業者で合意する各年度の事業計画の想定収入を上回っ

た場合について、当該差額のうち、各年度の事業計画の想定収入の 15％までの部分はその

全部につき事業者に帰属し、それを超える部分がある場合は、当該超過額を還元対象額とし

て、10%の還元割合を下限として事業者の事業提案書に基づき設定した還元割合を還元対象

額に乗じて還元額を算定して、本事業に還元するものとする。 
 

４．還元方法 

 事業者は、還元額を事業者内に留保し、豊橋公園の魅力向上に資する取組の財源とする。

具体的には、事業者は、還元額が生じた翌年度中に、還元額、使途、還元の実施時期等を定

めた還元実施計画を作成し、市の承認を得ることとし、還元額が生じた翌年度から還元実施

計画に沿って実施することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 収入については、利用料金収入や自主事業等で得られた収入の合算を想定。 

別紙 26 プロフィットシェアリングの考え方について 
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